
＜吹田市総務部危機管理室＞ 

地震被害想定の独自見直しの取組について 

１．背景 

 吹田市では、平成 25 年度に大阪府が作成した地震被害想定を参考として、地域特性に応じ

た地震被害想定を作成し、それに基づき吹田市地域防災計画をはじめとする各種災害関連計

画を作成してきました。 

 前回の作成から 10 年が経過し、その間、緊急輸送道路沿道建築物や住宅の耐震化率の向

上、木造密集地域の改善による不燃化の推進等、防災力の強化を推進する各種対策の取組

により減災の効果が確実に現れている状況にあります。そのような中、地震被害を過大、過少

評価することなく適切に把握することによって、市民への影響を最小限に抑え、迅速に復旧を

行えるよう効果的な防災・減災対策の推進を目的に地震被害想定の見直しを行いました。 

 

 

２．地震被害想定の取組内容及び結果 

 最新の人口や建物データ等を用いるとともに、被害想定の算定は大阪府や内閣府等の手法

や最新の結果を参考とし、想定時期は早朝、昼間、夕刻の３ パターンとして想定結果を地図上

に表現し視覚的に分かりやすくしました。 

 

 

  



 

 

（１）被害想定の算定項目 

①建物被害（揺れ、液状化、急傾斜地崩壊、火災による被害（全壊・半壊棟数）） 

②人的被害（建物倒壊、火災、急傾斜地崩壊、ブロック塀等の倒壊による死者・負傷者数） 

③ライフライン被害（上水道、下水道、電力、ガス、通信の機能支障） 

④交通施設被害（道路、鉄道） 

⑤生活支障（災害廃棄物発生量、物資必要量、被災家屋調査量、罹災証明書発行量、生

活再建支援対応件数等） 

 

 

  

（２）被災シナリオの作成 

  地震被害想定結果をもとに、地震時の発災後概ね１か月程度の被災シナリオを作成しま

した。被災シナリオは規模別に作成するとともに、過去の災害発生時の状況を参考に、地震

の発生状況、街や住民、関係機関の様子、インフラの復旧状況等、実際の状況をイメージし

やすいように時系列に整理しました。 

 



 

 

 

（３）地震被害想定の結果 

吹田市では、建物の建て替えが進み古い建物が減少し、耐震性の高い建物が増えたこと

によって、最も被害が大きくなる上町断層帯地震における被害想定としても、全壊数は約

75％減少、死者数は約 60％減少となりました。また、避難者数についても、約 10％減少する

等概ね被害想定は減少傾向になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．これからの災害対策に向けて 

  地震被害想定の結果を前回と比較すると、概ね被害は減少傾向にありました。今後は、こ

の数値を基に、市民が安全に暮らせ、災害発生時にも迅速に生活再建が行えるように以下の

内容を中心にして災害対策を検討していく予定です。 

 ①備蓄計画の見直し 

避難者数に応じた適切な物資を備蓄することで、過剰な備蓄を控え、支出削減への効果

が期待。  

 ②避難所配置の適正化 

各地域の避難者数に基づき、指定避難所が適切に配置されているかを分析。また、被害

の規模に応じた避難所開設の優先順位を検討。 

 ③地域の特性に合わせた災害対応 

集合住宅の多い地域や戸建ての多い地域等で被災者の行動に違いが出てくる可能性が

あるため、分析を行い地域に応じた災害対応や必要な避難所機能を検討。 

 ④その他 

災害廃棄物、被害認定調査、遺体数等に関する計画について、人、物、場所等に関する

見直しを実施。 

 

詳しくは、市ホームページをご覧ください。 

https://www.city.suita.osaka.jp/anzen/1017894/1017901/1004223.html 

 

＜問合せ先＞ 

 吹田市役所 総務部 危機管理室 

 電話：06-6384-1753 

 


